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党
井上与一郎
議員

（右京区）

文
化
庁
の
京
都
移
転

Q
文
化
庁
等
の
移
転
に
関
し
て
オ

ー
ル
京
都
で
国
に
要
望
を
重
ね

た
結
果
、
平
成
19
年
に
文
化
庁
の
関
西

分
室
が
設
置
さ
れ
た
が
、
文
化
庁
の
一

部
機
能
を
果
た
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

地
方
創
生
に
お
い
て
、
国
が
「
東
京
一

極
集
中
の
是
正
」
を
掲
げ
る
な
ら
、
そ

の
象
徴
的
な
取
組
と
し
て
文
化
庁
本
体

を
、
京
都
に
移
転
す
る
こ
と
が
有
意
義

だ
と
考
え
る
。
国
の
地
方
創
生
の
動
き

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A
世
界
の
文
化
首
都
・
京
都
に
文

化
庁
を
移
転
す
る
こ
と
は
、
地

方
創
生
に
お
け
る
全
国
の
モ
デ
ル
と
な

る
取
組
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
実
現
に
向
け
具
体
的
な
提
案

を
練
り
上
げ
る
庁
内
検
討
チ
ー
ム
を
既

に
設
置
し
て
お
り
、
６
月
中
に
は
、
府

や
経
済
界
と
共
に
、
オ
ー
ル
京
都
で
の

推
進
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

双
京
構
想

Q
東
京
以
外
に
唯
一
現
役
の
御
所

が
あ
る
京
都
に
も
、
皇
室
の
方

に
お
住
ま
い
い
た
だ
き
、
東
京
と
京
都

が
日
本
の
都
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

双
京
構
想
の
実
現
に
向
け
、
オ
ー
ル
京

都
で
一
丸
と
な
り
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
今
年
度
は
具
体
的
な
調
査
の
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
双

京
構
想
の
実
現
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

A
双
京
構
想
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
は
京
都
の
使
命
の
一
つ
で
あ

り
、
日
本
全
体
に
と
っ
て
も
有
意
義
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
昨
年
８
月
に

京
都
の
未
来
を
考
え
る
懇
話
会
で
取
り

ま
と
め
た
具
体
的
な
取
組
方
針
に
基
づ

き
、
今
年
度
は
、
府
や
商
工
会
議
所
と

共
に
明
治
維
新
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
宮

中
行
事
の
復
活
や
園
遊
会
な
ど
の
京
都

開
催
を
目
指
す
た
め
の
条
件
等
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
行
う
。𠮷井あきら

議員
（山科区）

大
都
市
制
度
の
あ
り
方
と

二
重
行
政

Q
大
阪
都
構
想
が
投
げ
掛
け
た
二

重
行
政
の
解
消
や
大
都
市
戦
略

な
ど
の
課
題
は
、
市
政
運
営
に
当
た
り
、

大
切
に
す
る
べ
き
視
点
で
あ
る
。
本
市

で
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
府
市
共

同
で
の
設
置
・
運
営
等
、
二
重
行
政
の

解
消
に
関
し
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
き

た
。
大
阪
の
一
連
の
動
き
も
踏
ま
え
、

大
都
市
制
度
の
あ
り
方
や
現
行
制
度
の

課
題
、
二
重
行
政
解
消
の
更
な
る
取
組

へ
の
決
意
に
つ
い
て
お
答
え
願
う
。

A
二
重
行
政
解
消
に
向
け
、
府
と

議
論
を
重
ね
、
市
会
と
共
に
改

革
を
進
め
た
結
果
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
き
た
。
昨
年
４
月
に
は
、
市
・
府

の
類
似
施
設
の
総
点
検
に
着
手
し
、
施

設
の
一
体
化
等
の
可
能
性
を
追
求
し
て

い
る
。
現
在
、
消
防
学
校
な
ど
の
共
同

化
に
向
け
、
府
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
。

四
条
通
の
歩
道
拡
幅
事
業

Q
環
境
へ
の
配
慮
や
ま
ち
の
賑
わ

い
創
出
の
取
組
と
し
て
、
四
条

通
の
歩
道
拡
幅
事
業
に
注
目
し
て
き
た
。

渋
滞
へ
の
取
組
が
不
十
分
だ
っ
た
と
言

え
る
が
、
対
策
を
講
じ
た
結
果
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
レ

ベ
ル
の
混
雑
状
況
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
渋
滞
対
策
を
進
め
、
全

国
か
ら
評
価
さ
れ
る
事
業
と
な
る
よ
う

全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

A
市
で
は
、
人
に
や
さ
し
い
公
共

交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
四
条
通
に
つ
い
て
は
、

人
が
集
い
、
ま
ち
な
か
全
体
に
賑
わ
い

を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
整
備
を
進

め
て
き
た
。
４
月
中
旬
以
降
、
渋
滞
は

大
き
く
緩
和
し
て
い
る
が
、
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
さ
ら
に
対
策
を

改
善
・
強
化
し
、
歩
く
ま
ち
京
都
に
ふ

さ
わ
し
い
四
条
通
の
実
現
を
目
指
す
。

田中　明秀
議員

（西京区）

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

Q
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
税
額
控
除

の
限
度
額
引
上
げ
や
手
続
の
簡

素
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
納
税
額
や
納

税
者
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
本

市
で
も
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
京

都
の
伝
統
や
文
化
・
芸
術
性
を
発
信
し
、

ま
た
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
京

都
な
ら
で
は
の
特
典
を
設
け
、
一
層
の

寄
付
の
獲
得
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

A
平
成
26
年
度
は
、
前
年
度
の
約

２
倍
と
な
る
１
億
２
千
万
円
を

超
え
る
寄
付
を
頂
い
た
。
特
典
に
つ
い

て
は
、
京
都
の
伝
統
や
文
化
等
を
堪
能

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
４
月
か
ら
二
条

城
等
の
観
覧
券
や
京
都
の
伝
統
産
業
品

を
加
え
る
な
ど
、
京
都
の
魅
力
の
更
な

る
発
信
も
含
め
、
充
実
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
京
都
な
ら
で
は
の

も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
て
い
く
。

共

産

党
赤阪　仁
議員

（伏見区）

「
戦
争
法
案
（
安
全
保
障
関
連

法
案
）」
へ
の
認
識

Q
国
が
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
安
全
保
障
関
連
法
案
、
い
わ

ゆ
る
「
戦
争
法
案
」
は
、
自
衛
隊
を
他

国
の
紛
争
に
参
戦
さ
せ
、
軍
事
支
援
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
憲
法
９
条
を
守
り
、

平
和
な
日
本
と
京
都
を
築
く
こ
と
は
市

長
の
責
任
で
は
な
い
か
。
そ
の
立
場
に

立
つ
な
ら
ば
「
戦
争
法
案
」
に
対
し
て
、

今
こ
そ
明
確
に
反
対
の
意
見
表
明
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
同
法
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
議
論
を
積
み
重
ね
、

国
民
の
深
い
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
平

和
の
理
念
は
、
日
本
と
世
界
の
人
々
に

共
通
す
る
願
い
で
あ
り
、
人
類
普
遍
の

理
念
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
和

都
市
宣
言
を
行
っ
た
本
市
と
し
て
も
、

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、
不

断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

四
条
通
の
二
車
線
化

Q
歩
道
拡
幅
工
事
で
起
き
る
交
通

渋
滞
に
つ
い
て
、
市
民
や
交
通

関
係
者
の
方
々
か
ら
厳
し
い
批
判
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
市
内
中

心
部
に
車
を
呼
び
込
ま
な
い
た
め
の
総

合
交
通
体
系
が
確
立
し
て
い
な
い
ま
ま
、

拙
速
に
取
組
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
問

題
の
要
因
で
あ
る
。
交
通
渋
滞
に
対
す

る
市
長
の
認
識
と
解
決
の
方
策
を
伺
う
。

A
駐
車
場
整
備
計
画
の
見
直
し
等

に
よ
る
、
自
動
車
利
用
割
合
の

減
少
等
、
自
動
車
利
用
の
抑
制
策
の
効

果
は
表
れ
て
い
る
。
春
の
桜
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
想
定
を
超
え
る
交
通
集
中
に

よ
り
四
条
通
に
渋
滞
が
発
生
し
、
御
迷

惑
を
お
掛
け
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
策

に
よ
り
、
最
近
の
市
バ
ス
の
運
行
状
況

は
ほ
ぼ
平
時
の
状
態
に
戻
っ
た
。
今
後

も
自
動
車
流
入
抑
制
策
や
渋
滞
緩
和
策

を
講
じ
、
四
条
通
の
整
備
を
進
め
る
。

山本　陽子
議員

（山科区）

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充

Q
現
行
制
度
で
の
子
育
て
世
帯
の

医
療
費
の
負
担
は
重
く
、
通
院

を
控
え
る
家
庭
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て

ど
う
思
う
か
。
府
の
制
度
に
上
乗
せ
し

て
負
担
軽
減
施
策
を
行
っ
て
い
な
い
の

は
、
本
市
の
み
で
あ
る
。
自
己
負
担
額

の
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
今
年
の
９
月
か
ら
、
対
象
を
現

在
の
小
学
校
６
年
生
ま
で
か
ら
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
と
す
る
７
度
目
の

拡
充
を
行
う
。
な
お
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
策
と
し
て
は
、
第

三
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
を
は
じ
め
、

施
策
の
拡
充
を
推
進
し
て
い
る
。
子
ど

も
医
療
費
支
給
制
度
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
市
会
の
決
議
も
踏
ま
え
、
現

実
的
な
拡
充
策
を
検
討
す
る
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
は
困
難
だ
と
考
え
る
。

学
童
保
育
に
お
け
る

児
童
数
増
加
へ
の
対
応

Q
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
対
象
が
小

学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ

た
影
響
に
よ
り
入
所
が
制
限
さ
れ
た
と

い
う
話
を
聞
く
。
受
入
れ
が
増
え
た
児

童
館
の
対
応
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

職
員
配
置
基
準
や
面
積
基
準
も
新
制
度

に
適
し
た
も
の
と
す
べ
き
。
学
童
児
童

の
詰
込
み
で
児
童
館
が
手
狭
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
増
設
に
よ
る
対
応
を
求
め
る
。

A
利
用
希
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
４
年
連
続
で
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
達
成
し
た
。
実
施
場
所
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
の
余
裕
教
室
等
に
新
た

に
７
箇
所
を
確
保
し
、
来
年
度
以
降
も

小
学
校
等
と
の
協
議
を
進
め
る
。
職
員

体
制
の
大
幅
な
拡
充
も
図
る
こ
と
と
し

た
。
事
業
へ
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
今
後
も
必
要
な
ク
ラ
ス
編
成
や

職
員
配
置
、
実
施
場
所
の
確
保
を
行
う
。

公

明

党
かわしま優子

議員
（伏見区）

国
際
交
流
、
都
市
間
交
流
の

今
後
の
あ
り
方

Q
本
市
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
記
念

し
、
民
間
主
体
で
の
文
化
芸
術
事
業
が

開
催
さ
れ
る
が
、
来
年
に
プ
ラ
ハ
と
20

周
年
、
３
年
後
に
パ
リ
と
60
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
様
の

取
組
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
民
間

レ
ベ
ル
で
の
都
市
間
交
流
が
隣
国
の
中

国
や
韓
国
と
の
友
好
に
寄
与
で
き
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
両
国
と
の

交
流
拡
大
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

A
プ
ラ
ハ
や
パ
リ
と
の
周
年
記
念

に
お
い
て
は
、
民
間
交
流
で
の

協
力
を
求
め
つ
つ
、
文
化
芸
術
事
業
の

展
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。
中
国
・

韓
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
世
界
歴

史
都
市
連
盟
に
両
国
の
都
市
が
加
盟
す

る
な
ど
、
都
市
間
・
市
民
レ
ベ
ル
で
の

交
流
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
、
文
化

芸
術
活
動
等
を
通
し
た
交
流
を
図
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
と

保
護
者
へ
の
支
援

Q
今
年
度
、
不
登
校
等
に
関
す
る

本
人
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
や

ケ
ア
に
取
り
組
む
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
全
校
に
配
置
さ
れ
た
が
、
今
後

の
常
駐
配
置
を
願
う
。
切
れ
目
な
い
支

援
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
教
育
相

談
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
が
必
要
。
ま
た
、
小
学
校
で

配
布
す
る
保
護
者
向
け
啓
発
冊
子
の
中

学
生
版
の
作
成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
本
市
で
は
、
不
登
校
の
未
然
防

止
や
早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
不
登
校
は
中
学
校
進

学
を
機
に
顕
著
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
中
学
生
の
保
護
者
に
向
け
た
啓
発

冊
子
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験

者
や
保
護
者
等
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
次
年
度
か
ら
の
配
布

に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

西山　信昌
議員

（下京区）

健
康
づ
く
り
の
た
め
の

公
園
の
施
設
整
備

Q
国
に
お
い
て
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
健
康
長
寿
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
き

っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
取
組
の
強
化
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
、
よ
り
多
く

の
公
園
で
、
健
康
遊
具
や
そ
の
説
明
板
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
設
置
を

進
め
て
は
い
か
が
か
。

A
公
園
に
設
置
す
る
遊
具
と
し

て
、
子
ど
も
向
け
の
遊
具
だ
け

で
な
く
、
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
等
の
健
康

遊
具
の
設
置
を
進
め
る
ほ
か
、
梅
小
路

公
園
な
ど
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
公

園
の
新
規
整
備
や
再
整
備
の
機
会
を
捉

え
、
健
康
遊
具
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
設
置
等
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
公
園
の
施

設
整
備
に
取
り
組
む
。

民
主
・
都

隠塚　功
議員

（左京区）

若
年
層
の
雇
用
環
境
の
拡
大

Q
平
成
25
年
度
の
実
績
に
お
い
て
、

本
市
の
市
民
税
納
税
義
務
者
の

割
合
は
40.7
％
で
あ
り
、
約
６
割
の
方
に

市
民
税
の
納
税
義
務
が
な
い
こ
と
に
な

る
。
近
年
、
若
年
層
の
所
得
が
減
少
し

て
お
り
、
市
税
を
負
担
す
る
だ
け
の
所

得
が
な
い
状
況
が
あ
る
。
労
働
問
題
を

市
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
課
題
と
捉
え
、

主
体
的
に
関
わ
る
べ
き
。

A
若
年
層
の
雇
用
環
境
改
善
の
た

め
、
産
業
振
興
と
京
都
経
済
の

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
京
都
の
強
み
を
い
か
し
た
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
成
長
分
野
の
振
興

等
、
力
強
い
京
都
経
済
の
創
造
に
取
り

組
み
、
雇
用
の
７
割
を
支
え
る
中
小
企

業
の
下
支
え
を
し
て
き
た
。
今
後
も
産

業
振
興
政
策
と
雇
用
対
策
を
総
合
的
に

展
開
し
、
若
年
層
の
正
規
雇
用
の
拡
大

と
所
得
の
向
上
に
全
力
を
挙
げ
る
。

東
大
路
通
整
備
構
想

Q
東
大
路
通
は
四
条
通
と
異
な
り
、

生
活
路
線
を
兼
ね
た
幹
線
道
路

で
あ
る
た
め
、
そ
の
再
整
備
に
は
、
周

辺
環
境
の
整
備
が
事
前
に
着
手
さ
れ
る

な
ど
、
迂
回
路
の
整
備
が
先
行
さ
れ
な

け
れ
ば
、
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
に
く

い
と
考
え
る
。
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
採
用
す
る
ロ
ン
ド
ン
市
な
ど
の
先
例

に
学
び
、
再
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A
東
大
路
通
の
三
条
か
ら
七
条
ま

で
車
線
を
減
ら
し
、
歩
道
を
拡

幅
し
た
場
合
、
車
が
迂
回
す
る
道
路
で

の
交
通
混
雑
が
考
え
ら
れ
る
。
東
大
路

通
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
、
四
条
通
で

の
反
省
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
道
路
の

構
造
や
通
過
交
通
流
入
抑
制
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
等
の
対
策
を
検
討
し
、

今
後
、
東
大
路
通
の
歩
行
空
間
の
創
出

に
向
け
て
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

京

都

党
村山　祥栄
議員

（左京区）

四
条
通
の
歩
道
拡
幅

Q
四
条
通
の
歩
道
拡
幅
に
伴
う
渋

滞
発
生
の
一
番
の
大
き
な
問
題

は
、
テ
ラ
ス
型
バ
ス
停
に
あ
る
と
考
え

る
。
た
ま
り
部
分
へ
バ
ス
停
を
移
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞
の
緩
和
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
緊
急
車
両
用
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ

ー
ン
を
活
用
し
て
追
越
し
車
線
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

A
御
提
案
の
切
り
込
み
形
の
バ
ス

停
形
状
で
、
後
方
車
両
が
バ
ス

を
追
い
越
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
バ
ス
利

用
者
が
待
つ
た
め
の
歩
道
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る
。

ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
で
の
バ
ス
の
追
越
し
が

可
能
と
な
る
道
路
構
造
へ
の
変
更
は
、

道
路
中
央
線
が
Ｓ
字
と
な
り
、
追
越
し

車
両
同
士
の
安
全
性
が
確
保
で
き
な

い
。
こ
の
た
め
、
テ
ラ
ス
型
の
メ
リ
ッ

ト
を
い
か
し
た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

維
新
・
無

宇佐美けんいち
議員

（左京区）

今
後
の
区
政
の
あ
り
方

Q
平
成
26
年
に
地
方
自
治
法
が
改

正
さ
れ
、
市
長
が
定
め
て
い
た

区
役
所
の
仕
事
の
中
身
が
、
市
会
の
議

決
を
必
要
と
す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
条
例
の
制
定
を
検
討

す
る
際
は
、
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
総

合
区
長
を
置
く
こ
と
の
是
非
を
各
区
で

議
論
し
て
ほ
し
い
。
平
成
27
年
度
末
を

期
限
と
す
る
条
例
制
定
に
向
け
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

A
本
市
で
は
学
区
ご
と
の
円
卓
会

議
等
、
市
民
参
加
に
よ
り
区
長

の
責
任
の
下
、
各
区
基
本
計
画
を
策
定

す
る
な
ど
、
既
に
区
役
所
機
能
の
充
実
、

区
長
権
限
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
総

合
区
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。
事
務

分
掌
条
例
の
制
定
等
、
区
政
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
区
政
の
あ
り
方
に
対
し
議
会
や
市
民

か
ら
意
見
を
頂
き
、
検
討
を
進
め
る
。

本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

　
５
月
27
日
の
本
会
議
で
は
次
の
10
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て

市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
主
・
都
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団
、
維
新
・
無
＝
維
新
の
党
・
無
所
属
京
都
市
会
議
員
団

※

※
※

※

※

※

四条通の様子

「
東
大
路
通
整
備
構
想
」冊
子
の
表
紙

京都・フィレンツェ姉妹都市提携 50周年
記念式典（フィレンツェ市役所）

テラス型バス停イメージ

用
語
解
説

※
関
西
分
室

正
式
名
称
は
、「
関
西
元
気
文
化
圏
推

進
・
連
携
支
援
室
」。
平
成
26
年
4
月

か
ら
名
称
が
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
振

興
室
」
に
変
更
さ
れ
た
。

※
京
都
の
未
来
を
考
え
る
懇
話
会

市
長
、
知
事
、そ
の
他
有
識
者
が
オ
ー
ル

京
都
の
未
来
像
を
検
討
す
る
懇
話
会
。

※
現
行
制
度

平
成
27
年
５
月
時
点
で
の
子
ど
も
医
療

費
支
給
制
度
の
下
で
は
、入
院
の
場
合
、

小
学
校
卒
業
ま
で
は
、
月
200
円
を
超
え

る
自
己
負
担
額
を
助
成
。通
院
の
場
合
、

３
歳
未
満
は
入
院
と
同
様
の
扱
い
、
３

歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
は
、
月
３
千

円
を
超
え
る
自
己
負
担
額
を
助
成
。

※
世
界
歴
史
都
市
連
盟

歴
史
都
市
が
日
常
的
な
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
世
界
的
な
都
市
間
組
織
。

※
保
護
者
向
け
啓
発
冊
子

正
式
名
称
は
、「
子
ど
も
の
心
と
親
の

か
か
わ
り
」。
小
学
校
１
年
生
の
保
護

者
向
け
に
作
成
、
配
布
し
て
い
る
。

※
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

混
雑
す
る
道
路
設
備
の
効
率
的
利
用
と

い
う
観
点
か
ら
、
混
雑
税
や
混
雑
料
金

を
課
す
道
路
料
金
制
度
。

左京区

上京区 東山区

右京区

北区

西京区
下京区
中京区

伏見区

山科区

南区
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